
労働者のスキルアップに取り組む事業主の皆さま

他社で新しいスキル、

身につけてみませんか？

労働者のスキルアップといえば、まず企業内でのOFF-JTやOJTを思い浮かべますが、他社で実務的

なスキルを身につけられる「在籍型出向（外部OJT）」という手法もあります。

「産業雇用安定助成金(スキルアップ支援コース)」 では、「在籍型出向」で労働者のスキルアップに取り

組む事業主に対し助成を行っています。積極的な活用をご検討ください。

①新規事業を考えている場合

障害者サービスも

今後行いたいが、

ノウハウがない。

A社職員

出向開始

現場で障害者への支援

から施設の管理業務ま

で幅広く従事。

出向先：就労継続支援事業所B社

A社職員

出向終了・復帰

障害者サービスの知

識と利用者への支援

方法を会得し、A社の

スムーズな新規事業

展開に貢献。

②事業拡大を考えている場合

飲食関係事業所C

今は和食店を展開

しているが、今後は

日本酒に力を入れ

て新規顧客を見込

みたい。

C社職員

出向開始

現場で日本酒の製造全

般業務に携わる。

つくる過程でこだわりや

歴史に詳しくなる。

出向先：日本酒醸造業者D社

C社職員

出向終了・復帰

日本酒の醸造から着想

を得た新規メニュー考

案や、こだわりの日本

酒の販売も視野に入れ

た事業拡大を具体的に

検討。

在籍型出向で産業雇用安定助成金 (スキルアップ支援コース )が利用できます
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例えばこんな場合に活用できます

一時的な

人手不足の軽減高齢者福祉事業所A
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産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）の詳細については、厚生労働省のHPでご確認

いただくか、最寄りの都道府県労働局、ハローワークまでお問い合わせください。

LL070801政０２

助成対象となる「在籍型出向」とは？

・１か月以上２年以内の出向であること

・労働者のスキルアップを目的としていること

・出向期間終了後、元の事業所に戻って働くことが前提であること

・労働者の出向復帰後は、賃金を５％以上アップさせること

「賃金５％以上アップ」にはベースアップなども算定できます

助成金の審査にあたっては、出向前の賃金と「出向復帰後の賃金（６か月間）」を比較します。

この「出向復帰後の賃金」には、例えば以下のケースのようにベースアップや賃金改定、出向復帰後

に新たに付与する手当なども算定対象となります。

R8.4.1時点
ベースアップ反映

R7.4.1時点
ベースアップ反映

最低賃金改定
(+51円)

出向前賃金出向期間対象者

21万円
（＋5,000円）

20.5万円
（＋5,000円）

-20万円
R7.1.1～
R8.3.31

-
基本給20.5万円
技術手当0.5万円

-
基本給20万

円
R7.1.1～
R7.12.31

-
月20万円

（時給1,250円）
月19.2万円
（時給1,201円）

月18.4万円
（時給1,150円）

R6.10.1～
R7.9.30

出向者A

出向者B

出向者C

※変動給や、固定残業代、労働と直接関係が薄い手当などは算定できない場合もあります。

＜支給額イメージ ：賃金1２ , 000円 / １日 の従業員を、出向元賃金負担50%で出向させる場合＞

助成金 （4,000円）実質負担
2,000円

出向元
企業

出向先
企業

※中小企業の場合

・出向元事業主が負担した「出向中の賃金の一部」について、最長１年間助成

・中小企業は2/3、それ以外の企業は1/2を助成

・上限額は出向者１人１日あたり8,870円まで

助 成 内 容

Q1. どのようにして出向先をみつけたらいいですか。

A.「（公財）産業雇用安定センター」では、無料で出向に関する相談に応じています。

Q2.出向先は異業種である必要がありますか。

A.スキルアップが目的であれば、出向先は同業種でも異業種でも大丈夫です。

申請・お問い合わせ先 厚生労働省
ホームページ

産業雇用安定センター
ホームページ

50% 6 ,000円 50% 6 ,000円

会得したスキルを

元の企業で

活かしましょう！

スキルアップ支援コースのポイント


